

























































Fundamental Study on Relation Between Observation and Drawing (Part3) ; 
Consideration on Observational Sense for Expression in the Art Education in Japan
Tetsuo KIYOTA





















わるよう配慮した」(Edward Gibbon, Memoirs of 
My Life and Writings, in The Miscellaneous 
Works of Edward Gibbon, Esq., ed. John, Lord 
Sheffield, 2nd edn., 5 vols. [1814; rpt. New York: 
AMS Press, 1971], I, pp. 26-27. 中野好之訳『ギボ








Giffard, “The Life and Character of Sir William 
Temple,” in Early Essays and Romances, p. 8.
Temple to the Countess of Essex (29 Jan. 1674), 
in Works of Temple, III, p. 509.
Giffard, “The Life and Character of Sir William 
Temple,” in Early Essays and Romances, p. 8.
Temple to the Countess of Essex (29 Jan. 1674), 
in Works of Temple, III, pp. 506-507.
Giffard, “The Life and Character of Sir William 


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































文学報 . 教育学 ,11 ，1976，pp.37-89.
51）岸田劉生「図畫教育論」，『岸田劉生全集　第三
巻』，岩波書店， 1979，p.540.
52）同上，P.514.
53）塚田美紀，「岸田劉生の『図画教育論』─大正
期図画教育における＜写生＞の一断面─」，『東京
大学大学院教育学研究科紀要』，第36号 , 1996，
pp.407-415.
54）八代修次「草土社の図画教育」，『哲學』88号 , 
1989，pp.105-131.
55）岸田劉生「写実論」，『美の本体』，講談社学術
文庫，1985，p.90.
56）室靖『國際的にみた日本の美術教育 創造美育
清田　哲男
− 30 −
　これらは，観念的であったが，子どもの作品には
子どもらしさや，美的に完成度の高いものを求めて
いたようである。ローウェンフェルドやフロイトの
影響を受けていた久保は，子どもの意欲の契機にな
る以外の指導は行うべきではないとしている。言い
換えれば，「この指導観に基づいて，子どもの欲望
や衝動を契機に自由に絵を描かせ，自分の感情を表
現させることによって，子どもの感情を育てようと
した」58）とも言える。
　北川民次は久保と同じく，抑圧からの解放が創造
を生むと考え，児童画にいかに子どもが生活と向き
合って闘争しているか，「自由への闘争心」と戦っ
ているかを求めた59）。そして，チゼックスクールを
批判的に捉え，空想画より，写生画を理想としてい
る。その一方で，何の手立てのないままの写生は，
害があるとも述べている60）が，その具体的な手立
てについては述べられていない。
　一方，久保らの創造美育協会に対して，精神の解
放への目的の不明瞭さや指導の非体系など方法論の
欠如を批判して，現実認識を積極的な指導によって
深化させることで創造を引き出すと考えたのが，箕
田源二郎が主導していた「新しい絵の会」である。
主題画と観察画を二次的に捉えないで思想と方法と
いう統一的な捉え方で，観察，物語，生活の３種類
の描画表現の内容と，基礎的な訓練をするための教
科体系表を示した。広がりのある題材を設定するこ
とで子どもが固有に考える部分と，話合いでクラス
メイトが出した題材の迫り方を選択できるように考
えている。箕田（1963）は「客観的な世界の外貌を
正しくよみとる能力，描きあらわす能力をどう教育
したらよいか，これが第一の要求である。造形形象
をよみとる能力，造形形象に自分のイデー（イデア）
を形象化する能力，これが第二の要求」61）である
としている。
　さらに，確かな認識と豊かなイメージを育てるた
めの美術教育と理科教育の観察と図工科の観察は一
般化と個別化という方向の違いはあるが，両者を異
質と考えることを否定していることから，新しい絵
の会の描画についての考え方は，西欧の科学的観察
に基づいた能力の育成に近い。その視座から考えれ
ば，創造美育協会の写生は現象的観察に基づく描画
に近いのではないだろうか。この両者の対立は，相
容れないと思われる二つ観察観が江戸時代に一つに
なり，時代と共に，多くの価値を含む中でその矛盾
も膨らみ，対立の形として表出したようである。
８　観察と美術教育との関わりのまとめ
　明治時代での鉛筆画による臨画教育以降の流れ
は，自然を描くための手法への考え方の変遷でも
あった。これまでの流れを図にすると図１になる。
これは，観察や写生への考え方のみの関係を示した
ものであり，美術教育の思想で分けたものではない。
　例えば，『西画指南』を始め，合理的な技術修得
の意味が大きかったとはいえ，臨画教育は基本的に
科学的観察側に寄った指導であったと考える。すで
に存在する普遍的な自然の概念をあらかじめ理解す
ることで方法は科学的手法であろう。小山らによる
『圖畫教授法講義』で見られた，妥協を許さない臨
画へのこだわりからも，科学的観察寄りの姿勢が伺
える。岸田劉生もまた科学的観察寄りの自由な表現
を求めている。
　それに対して，山本鼎は，自ら「実相主義」62）
と述べているように，現象的観察に近い指導観を求
めていたと考えられる。山本が述べる自由な表現は，
科学的な普遍的な形態を自然の中に見出し，描きと
ることではなく，その場で視覚や触覚で感じ取った
ことを描画することを目指している。山本の自由画
を引き継ぐ戦後の久保や北川もまた現象的観察寄り
となろう。
　明治以降の美術教育は，表面的には臨画など表現
技法のあり方の流れとしての対立構造のように見ら
れることが多いが，その背景には観察観による西洋
的な視点，日本的な視点の相違があるように感じら
れる。本研究では，五感を通した観察による造形的
な表現を題材化し，児童・生徒に生命や環境を感じ
取り，これからの文化や価値を思考の上，生成させ
る美術，図画工作教育のあり方を目指している。本
稿での観察観の流れは，その流れに沿った美術教育
で育まれた教員が，現在以降の児童・生徒を取り巻
く自然や環境をどのような感覚で捉えさせ，表現と
の関係を構築させるかの研究の基盤となった。
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